
岡山の道の未来を支える人に聞く！vol.5

令和７年度玉島笠岡道路六条院橋鋼上部工事

現場技術者インタビュー
～インフラを支える「現場技術者」に迫る～

岡山国道事務所が発注する工事現場で活躍する現場技術者に、
仕事の魅力や思いを聞きました！
道路を守り、未来を支える人の声を定期的にご紹介します！

Q1. まずは自己紹介をお願いします。

①日本ファブテック株式会社 深井利枝子です。

玉島笠岡道路の六条院橋鋼上部の工場製作の現場代理
人・監理技術者を務めています。

②日本ファブテック株式会社 岡部さくらです。

玉島笠岡道路の六条院橋鋼上部の現場施工の現場代理
人を務めています。

Q2. 今回担当している工事について教えてください。

玉島・笠岡道路は、倉敷市玉島阿賀崎から笠岡市西
大島新田に至る延長13.9kmの道路です。この道路が
整備される事により、物流の効率化・所要時間の短縮
が期待されております。その一部となる橋梁上部工の
工事を行っております。

Q3. 工事を進める上で工夫していることはありますか？

構造物を作るだけではなく、鉄の橋、鋼橋100年も
つということで、今後の維持管理も含めた提案をしな
がら製作しています。ステップを設けたりするなど、
架けた後に道路として使うだけでなく、健全性の高い
構造物であるよう考えています。

Q4. 現場技術者としてのやりがいは何ですか？

①工場製作では、鼠色した3ｍ×10ｍ程の鋼板を切断
溶接組み立てていきます。仕上げに錆をとって塗料を
塗り、キレイになった子（部材）をトレーラーに載せ
て現場へ送り出します。その時の気持ちはなんとも言
えません。現場でも大事にしてもらいなよ、と思って
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インタビューのご協力ありがとうございました！
建設業界では女性技術者は少ないイメージがあると思われますが、この
現場では多くの女性技術者が活躍している姿を見ることができました！
全ての道路が繋がって、多くの方が便利になることを想像すると、工事
が完了するのがとても楽しみになりました！
お忙しい中ありがとうございました！

取材:交通対策課N

岡山国道事務所は今後も受注企業と連携しながら
道路整備を進めていき、岡山の道の未来を支えていきます！
次回のインタビューもお楽しみに！

次回に続く・・・

います。

②現場施工では、現地の状況に合わせて適宜対応し、
現場を進めていきます。上手くいかないこともあり
ますが、施工完了時には地図に残る仕事をやり遂げ
た達成感があります。

Q5. 印象に残っているエピソードは？

現場で架設している所、架設完了を見るのは、ど
の現場も印象に残りますが、実は岡山の大樋橋西高
架橋も担当していて、国道２号線を通行止めにし、
下部工上部工を一体化したものを夜間一括架設した
ことは特に印象に残っています。この六条院に繋
がっているのかと思うと感慨深いです。

Q6. 今後の目標や若い人へのメッセージをお願いしま
す。

コロナなどの影響から建設業界も人出不足です。
ですが法律等の改正もありどんどん働きやすくなっ
ています。ぜひ学校で色々学び、社会に出て自分の
力で人や街を動かす醍醐味を感じてほしいです。橋
を架けると、毎日見ていた風景が変わります。生活
が便利になります。それができるのが建設業界です。

ですが建設業に限らず、やりたいことが見つかった
時は悩まず突き進むといいです。後悔のない日々を
過ごしてください。世界は広いですよ。
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